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Rayography for Engineered Design

RAYOGRAPHY×FlowVis が切り開く
建築空間の設計と解析の往還

Rayographyの方向分布データを
入力とし、人流や滞留を出力とし
て予測する学習エンジン（翻訳機）

Rayによる新しい空間の表記法．空
間情報を圧縮せず高解像度な情報を
保持する．機械学習と親和性が高い．

幾何的境界の集合．物体の配置．
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計算環境の高度化は，私たちが生活する空間をより高密度にサンプリングし，
高次元の特徴量として扱うことを可能にしています．本研究室では，この計算
基盤の上に立ち，空間を「Ray」集合として記述する新たな表記法Rayography
を開発しています．これは，空間を「物体の集合」として捉える立場から，『応答（
可視距離等）の分布』として捉える立場への転換を目指します．本研究室では，
BIM等の幾何データをRayographで表し，FlowVis（学習モデル）で人流を予
測することで，解析（予測）と設計（逆算）を同時に可能する”情報指向空間デザ
イン学 (Engineered design)”について研究しています．

新井研究室
※研究室名のみ入力ください

【提出用】

新井研究室新井研究室
科学とデータで建築を再設計する

人間・社会系部門

情報指向空間デザイン学

都市・建築空間解析、建築計画、数理モデリング、オペレーションズ・リサーチ� Cw701


